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宗
祖
親
鸞
聖
人
は
『
教
行
信
証
』
の

中
で
、『
涅
槃
経
』
の
ご
文
を
二
度
引

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」

（
註
釈
版
聖
典
236
謨
・
349
謨
）

宗
祖
親
鸞
聖
人
が
引
用
さ
れ
た
お
心

を
い
た
だ
き
ま
す
時
、
二
〇
〇
五
（
平

成
十
七
）
年
の
御
正
忌
報
恩
講
初
日
一

月
九
日
に
、
第
二
十
四
代
ご
門
主
様
よ

り
発
布
さ
れ
た
「
親
鸞
聖
人
七
百
五
十

回
大
遠
忌
に
つ
い
て
の
消
息
」
の
お
言

葉
の
中
に
、「
仏
の
説
く
縁
起
の
道
理

が
示
す
よ
う
に
、
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る

生
物
非
生
物
は
密
接
に
繋
が
り
を
持
っ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
今
日
で
は
、
人

間
中
心
の
考
え
が
い
よ
い
よ
強
ま
り
」

と
お
諭
し
を
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

こ
の
お
言
葉
を
味
あ
わ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
時
、
こ
の
世
に
人
間
だ
け
が

君
臨
し
て
い
る
よ
う
に
錯
覚
を
起
こ

し
、
多
く
の
も
の
の
尊
い
い
の
ち
に
よ

っ
て
、
お
互
い
が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
ず
に
い
ま
す
。
そ
の
上
、

人
間
同
志
い
や
身
近
な
者
に
よ
り
い●

の●

ち●

を
奪
い
合
っ
て
さ
え
い
ま
す
。

親
が
子
を
、
子
が
親
を
殺
し
、
傷
つ

け
る
と
い
う
悲
し
い
出
来
ご
と
が
、
新

聞
・
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
昨

今
で
あ
り
ま
す
。

今
こ
そ
、
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大

遠
忌
に
伴
う
宗
門
長
期
振
興
計
画
の
重

点
項
目
の
一
つ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

『
次
代
を
担
う
「
人
」
の
育
成
』
が
急

務
で
す
。

当
教
区
の
様
々
な
状
況
を
見
る
時
、

過
疎
・
高
齢
化
・
少
子
化
等
が
拍
車
を

か
け
て
進
ん
で
い
る
中
に
あ
っ
て
、
日

を
ま
た
ず
に
取
り
組
ん
で
ゆ
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
受
け
て
、
当
教
区
基
幹
運
動

推
進
の
一
環
と
し
て
、
全
寺
院
「
子
ど

も
の
つ
ど
い
」
―
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
―

実
施
に
向
け
強
力
に
推
し
進
め
て
ゆ
く

所
存
で
す
。
そ
の
連
携
と
し
て
、「
と

も
し
び
法
座
」
の
拡
大
、
門
徒
推
進
員

に
よ
る
積
極
的
参
画
、
保
育
・
少
年
連

盟
の
強
化
で
す
。

殊
に
、
仏
教
婦
人
会
連
盟
で
は
事
業

重
点
目
標
に
軈
若
婦
人
に
聞
法
を
勧

め
、
活
動
を
推
進
す
る
人
材
を
育
成
す

る
軋
を
取
り
上
げ
、
ま
た
、
仏
教
壮
年

会
連
盟
で
は
生
活
実
践
項
目
に
軈
寺
院

に
お
け
る
行
事
へ
の
家
族
ぐ
る
み
の
参

加
軋
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

次
代
を
担
う
念
仏
を
喜
ん
で
い
た
だ

く
方
々
の
ご
縁
づ
く
り
に
励
み
、
以
っ

て
、
基
幹
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
と
も
に

い
の
ち
　
か
が
や
く
　
世
界
へ
」
を
実

践
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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発
行
者
　
三
　
　
明
　
　
浄
　
　
信 

寺院名物シリーズ⑧ 西本寺山門
当山の山門は、石見銀山をめぐる興亡の面影が残る山吹城の中腹にあった曹洞宗龍昌寺が、麓に移っ
てから新築された。その後同寺が移転した昭和36年に西本寺の寺門となった。
釘を使わぬ構造であったため移築が容易であったと言われ、禅宗特有の正統な技巧が見られる。江戸
時代初期、約400年前に造られたもので、大森町においては現存する最古の建造物である。
当山はもともと出雲にあったが、御用達商人熊谷家の要請で大森町に分かれ、昭和18年まで西本坊と
称した。寺内には三尊石組みや心字池のある鑑賞式庭園があり、享保年間、第六世円程の時、雪舟の流
れをくむ庭師に作らせたと言われている。石見銀山が世界遺産となった今も、山門、庭園ともに、銀山
隆盛の往時を偲ぶものとなっている。

山
陰
教
区
基
推
委
　
会
長
　
三
　
明
　
浄
　
信 

私
の
進
む
べ
く
途 
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蠢
、
基
本
方
針

基
幹
運
動
と
は
阿
弥
陀
如
来
に
等
し
く
救
わ

れ
て
い
く
往
生
浄
土
の
教
え
を
示
さ
れ
た
宗

祖
・
親
鸞
聖
人
の
生
き
方
に
学
び
、
全
員
聞

法
・
全
員
伝
道
の
基
本
的
な
立
場
に
立
っ
て
、

僧
侶
と
門
信
徒
が
共
に
手
を
携
え
な
が
ら
、
寺

院
の
活
性
化
と
社
会
に
開
か
れ
た
教
団
づ
く
り

に
取
り
組
む
運
動
で
す
。

宗
祖
七
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
を
い
よ
い
よ

四
年
後
に
控
え
、
私
た
ち
は
常
に
自
ら
の
信
心

を
問
い
な
が
ら
、
基
幹
運
動
の
理
念
を
体
し
て

組
や
寺
院
の
活
動
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の
問
題
に
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
運
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
以
下
の
通

り
「
目
標
」「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」「
今
年
度
の
重
点

項
目
」「
教
区
の
課
題
」
等
を
設
定
し
ま
す
。

蠡
、
目
　
　
　
標

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
し
て
」

「
御
同
朋
の
社
会
」
と
は
、
い
の
ち
の
尊

さ
に
め
ざ
め
る
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ち
が
い
を
尊
重
し
、
と
も
に
か

が
や
く
こ
と
の
で
き
る
社
会
で
す
。

蠱
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
と
も
に
　
い
の
ち

か
が
や
く
　
世
界
へ
」

蠶
、
重
点
項
目

①
総
合
基
本
計
画
の
周
知
徹
底
を
図
る
。

②
「
御
同
朋
の
願
い
に
応
え
る
教
学
」

に
学
ぶ
。

③
組
織
教
化
活
動
の
活
性
化
を
促
す
。

蠹
、
教
区
の
課
題

一
、
組
織
教
化
活
動
の
充
実

①
僧
侶
間
で
の
課
題
の
共
有
、
女
性
の

参
画
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
僧

侶
と
門
信
徒
が
歩
み
を
と
も
に
し
、

基
幹
運
動
を
展
開
す
る
。

②
組
連
続
研
修
の
継
続
実
施
に
よ
っ
て

門
徒
推
進
員
を
養
成
し
、
基
幹
運
動

へ
の
門
信
徒
参
画
を
促
す
。

③
総
代
会
、
仏
教
壮
年
会
、
仏
教
婦
人

会
の
組
織
の
強
化
と
充
実
を
は
か
り
、

寺
院
の
活
性
化
を
促
す
。

④
仏
教
青
年
会
、
日
曜
学
校
、
子
ど
も
会

等
の
青
少
年
対
象
の
行
事
を
積
極
的
に

開
催
し
、
日
曜
学
校
、
子
ど
も
会
の
開

設
促
進
を
は
か
る（
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
）

二
、
社
会
問
題
へ
の
対
応

①
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ

る
差
別
問
題
へ
の
取
り
組
み
。

・
「
同
朋
教
団
」
の
再
生
の
た
め
に
、

教
区
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
組
、
あ
る
い
は

各
教
化
団
体
で
同
朋
運
動
研
修
会
を

開
催
す
る
。

・
﹇
法
名
の
本
来
化
﹈
と
合
わ
せ
「
法

名
を
自
ら
の
名
の
り
と
す
る
」
こ
と

に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
。

・
宗
門
内
外
の
諸
団
体
と
連
携
し
、
被

差
別
部
落
の
解
放
を
め
ざ
す
。

②
平
和
・
環
境
・
生
命
倫
理
等
の
問
題

へ
の
対
応
を
は
か
る
。

・
環
境
、
終
末
医
療
、
ヤ
ス
ク
ニ
、
青
少

年
問
題
及
び
そ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
問

題
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
修
会
を
開

催
し
、
積
極
的
な
対
応
を
は
か
る
。

③
災
害
時
に
は
速
や
か
な
対
応
を
は
か
る
。

三
、
過
疎
問
題
へ
の
取
り
組
み

①
寺
院
単
独
、
組
単
独
で
の
法
座
や
教

化
事
業
が
困
難
に
あ
る
場
合
、
組
及

び
寺
院
が
提
携
し
て
こ
れ
に
当
た
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

②
深
刻
な
過
疎
問
題
に
対
す
る
基
幹
運

動
の
取
り
組
み
と
し
て
、
教
区
布
教

団
の
協
力
を
得
て
奉
仕
布
教
「
と
も

し
び
法
座
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
積

極
的
な
手
立
て
を
講
ず
る
。

四
、
文
書
伝
道
の
充
実

①
教
区
報
『
山
陰
』、
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
を
図
り
、
教
化
伝
道
活
動
、
広

報
活
動
を
拡
大
す
る
。

②
「
妙
好
人
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
は
じ
め
、

必
要
な
教
化
資
料
を
編
集
、
発
行
す

る
。

蠧
、
教
区
行
事
計
画
（
六
頁
参
照
）

■
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
依
頼
事
項

①
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
各
種
行
事
、
研
修
会

の
開
催
。

②
ブ
ロ
ッ
ク
別
「
基
幹
運
動
推
進
連
絡

会
議
」
の
開
催
。

■
組
へ
の
依
頼
事
項

①
各
組
の
基
幹
運
動
推
進
委
員
会
の
充
実
。

・
門
信
徒
の
参
画
、
女
性
の
参
画
。

・
計
画
書
・
報
告
書
の
作
成
。

②
組
連
続
研
修
の
継
続
実
施
と
門
徒
推

進
員
の
養
成
を
図
る
。

・
組
連
続
研
修
修
了
者
並
び
に
門
徒
推
進

員
の
育
成
と
活
動
の
充
実
。

③
仏
教
壮
年
会
連
盟
結
成
に
む
け
て
、

単
位
会
の
増
設
と
そ
の
活
動
の
充
実
。

④
青
少
年
対
象
の
行
事
の
開
催
。

・
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
―
全
寺
院
「
子
ど
も

の
つ
ど
い
」
―
の
実
施
・
取
り
組
み
の

充
実
。

⑤
人
権
、
差
別
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

社
会
問
題
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
。

⑥
「
法
名
を
自
ら
の
名
の
り
と
す
る
」

こ
と
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
。

⑦
組
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
発
行
や

開
設
と
そ
の
充
実
。

⑧
組
単
独
で
行
事
開
催
が
困
難
な
場
合
、

近
隣
組
と
の
合
同
開
催
。

⑨
同
朋
僧
侶
研
修
会
の
開
催
。

⑩
門
信
徒
会
運
動
推
進
研
修
協
議
会
の

開
催
。

山
陰
教
区
基
幹
運
動
推
進
計
画
策
定 

二
〇
〇
七（
平
成
十
九
）年
度 
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総

代

会

会
　
長
　
藤
川
　
定
男（
浜
　
田
）

副
会
長
　
吉
本
　
　
清（
伯
　
耆
）

副
会
長
　
竹
下
　
正
俊（
仁
　
摩
）

常
任
理
事

伊
藤
　
博
通（
飯
石
南
）

岩
谷
　
芳
春（
石
　
東
）

平
田
　
重
範（
市
　
山
）

鳥
井
　
　
守（
江
　
津
）

監
　
事
　
柳
楽
　
恒
由（
出
　
雲
）

監
　
事
　
吉
川
　
　
登（
神
　
門
）

仏
教
壮
年
会

理
事
長
　
杉
本
　
健
治（
浜
　
田
）

副
理
事
長

三
村
　
善
信（
因
　
幡
）

副
理
事
長

阿
川
　
光
美（
飯
石
北
）

常
任
理
事

森
山
　
陽
治（
神
　
門
）

泉
原
　
省
三（
大
　
家
）

森
田
　
勝
秋（
市
　
山
）

西
本
　
佳
矩（
江
　
津
）

木
本
　
勝
治（
伯
　
耆
）

顧
　
問
　
下
迫
　
紀
弘（
大
　
田
）

監
　
事
　
難
波
　
一
男（
飯
石
北
）

監
　
事
　
河
原
　
佳
美（
出
　
雲
）

仏
教
婦
人
会
連
盟

委
員
長
　
山
崎
　
和
子（
大
　
家
）

副
委
員
長

大
島
　
寿
子（
飯
石
北
）

副
委
員
長

長
松
美
千
子（
三
　
隅
）

常
任
委
員

米
田
　
成
世（
神
　
門
）

鳥
屋
ヶ
原
美
子（
飯
石
南
）

三
瓶
久
美
子（
三
　
瓶
）

富
吉
　
廣
子（
温
泉
津
）

佐
々
木
宏
枝（
市
　
山
）

新
井
真
喜
子（
邑
智
西
）

緇
川
　
正
子（
浜
　
田
）

大
場
　
博
子（
益
　
田
）

鎌
谷
　
幾
子（
因
　
幡
）

監
　
事
　
米
山
美
保
子（
神
　
門
）

監
　
事
　
置
名
　
淑
子（
佐
　
波
）

少
年
連
盟

理
事
長
　
岡
本
　
広
樹（
市
　
山
）

副
理
事
長

大
草
　
顕
信（
大
　
田
）

理
　
事
　
上
杉
　
信
成（
伯
　
耆
）

市
野
　
不
尽（
浜
　
田
）

吉
田
　
真
子（
松
　
江
）

雲
藤
　
一
英（
神
　
門
）

荒
本
　
由
未（
大
　
家
）

西
原
　
真
公（
佐
　
波
）

監
　
事
　
北
島
　
清
秀（
神
　
門
）

監
　
事
　
菅
原
　
昭
生（
温
泉
津
）

布

教

団

団
　
長
　
三
明
　
浄
信（
所
　
長
）

副
団
長
　
高
野
　
顯
信（
松
　
江
）

副
団
長
　
朋
沢
　
智
弘（
鹿
　
足
）

参
　
与
　
橋
本
　
明
宣（
飯
石
南
）

参
　
与
　
小
笠
原
義
宣（
邑
智
東
）

委
　
員
　
北
島
　
清
秀（
神
　
門
）

大
原
　
一
穂（
大
　
森
）

窪
田
　
英
俊（
大
　
家
）

岡
田
　
哲
水（
佐
　
波
）

松
林
　
　
茂（
川
　
本
）

月
洞
　
昇
道（
三
　
隅
）

山
田
　
淳
信（
伯
　
耆
）

荒
本
　
由
未（
大
　
家
）

瑞
光
　
倫
浩（
邑
智
東
）

監
　
事
　
藤
川
　
昭
信（
出
　
雲
）

監
　
事
　
玉
野
　
覚
明（
飯
石
南
）

幹
　
事
　
高
橋
　
宗
興（
職
　
員
）

幹
　
事
　
高
本
喜
美
子（
職
　
員
）

仏
教
青
年
会

教
区
代
表

上
杉
　
信
成（
伯
　
耆
）

教

誨

師

教
区
代
表

的
場
　
利
健（
江
　
津
）

「
ビ
ハ
ー
ラ
山
陰
」
の
会

教
区
代
表

藤
川
　
定
男（
浜
　
田
）

勤
式
指
導
員小

笠
原
弘
之（
仁
　
摩
）

寺
族
婦
人
会

委
員
長
　
服
部
や
よ
生（
福
　
屋
）

副
委
員
長

暁
子（
松
　
江
）

副
委
員
長

原
田
由
久
子（
大
　
家
）

常
任
委
員

大
原
　
愛
子（
大
　
森
）

中
村
　
明
子（
益
　
田
）

蘿
　
　
淳
子（
飯
石
北
）

源
　
ひ
と
み（
佐
　
波
）

監
　
事
　
小
笠
原
真
由
美（
邑
智
東
）

監
　
事
　
妙
泉
　
淑
子（
伯
　
耆
）

門
徒
推
進
連
絡
協
議
会

会
　
長
　
松
浦
　
　
靖（
松
　
江
）

副
会
長
　
田
中
　
圓
而（
大
　
田
）

理
　
事
　
坂
本
　
光
弘（
出
　
雲
）

今
岡
　
　
力（
出
　
雲
）

上
田
　
克
夫（
神
　
門
）

安
部
　
賀
就（
神
　
門
）

柳
原
　
陽
二（
飯
石
南
）

安
食
　
英
夫（
飯
石
北
）

長
野
　
矩
広（
温
泉
津
）

森
田
　
　
勝（
邑
智
西
）

長
田
　
幸
男（
浜
　
田
）

三
村
　
善
信（
因
　
幡
）

監
　
事
　
名
免
良
広
秋（
松
　
江
）

監
　
事
　
景
山
　
三
郎（
飯
石
南
）

参
　
与
　
日
野
　
　
実（
出
　
雲
）

参
　
与
　
遠
藤
　
英
逸（
神
　
門
）

幹
　
事
　
朝
枝
　
俊
円（
職
　
員
）

保
育
連
盟

理
事
長
　
西
谷
　
正
文（
出
　
雲
）

副
理
事
長

朝
枝
　
実
成（
浜
　
田
）

理
　
事
　
舟
谷
　
幸
雄（
松
　
江
）

緇
川
　
聖
文（
浜
　
田
）

竺
川
　
詔
隆（
福
　
屋
）

須
山
　
羚
治（
鹿
　
足
）

宮
内
　
憲
昌（
鹿
　
足
）

朋
沢
　
智
弘（
鹿
　
足
）

西
元
　
和
夫（
伯
　
耆
）

監
　
事
　
西
元
　
和
夫（
伯
　
耆
）

監
　
事
　
舟
谷
　
法
子（
松
　
江
）

●

●

●

山
陰
教
区
基
幹
運
動
教
化
団
体
役
員
名
簿

●
●
●

（
順
不
同
）

□委　員 
○教区内 5ブロック代表（組長会選出）　○各団体代表　○会長が必要と認めたもの。尚、委員のいない組の相談員を委員とする。 

◎部　長　　○副部長 

（順不同・敬称略） 

日溪清毅 副会長 
菅 原 専 従 員 

中 村 専 従 員 

岡 本 広 樹  
阿 川 光 美  
上 杉 信 成  
杉 本 健 治  
西 谷 正 文  
西 元 一 道  
原田由久子  
山 崎 和 子  
吉 本 　 清  

楠 　 縁 人  
雲 藤 一 英  
熊 谷 高 暢  
竹 下 正 俊  
西 原 真 公  
服部やよ生  
三 村 善 信  
山 本 真 文  

◎ ○ 

澤田隆之 副会長 
朝 枝 相 談 員 

窪 田 主 事  

原 田 光 生  
朝 枝 弘 照  
小笠原弘之  
金盛麻衣子  
武 田 　 宏  
津 村 信 隆  
林 　 正 朗  
藤 野 昭 信  

菅 原 昭 生  
大 島 寿 子  
小笠原寧之  
澤 田 隆 之  
月 洞 昇 道  
寺 戸 聖 士  
日 高 秀 憲  

◎ ○ 

澤田隆之 副会長 

組会長（組長） 

朝 枝 相 談 員 

藤 森 観 海  
大 草 真 教  
菅 　 光 璽  
田 中 憲 哲  
　 　 暁 子  
藤 川 定 男  
藤 飛 昭 憲  

大 草 顕 信  
吉 川 　 恭  
菅 原 憲 香  
朋 沢 智 弘  
長松美千子  
藤 川 昭 信  
本 多 昭 人  

◎ ○ 

日溪清毅 副会長 
　 書 記  

高 橋 専 従 員 

高 野 顕 信  
荒 本 由 未  
加 納 　 真  
佐々木智眼  
菅 本 道 彦  
玉 野 覚 明  
松 浦 　 靖  

市 野 不 尽  
大 草 博 子  
北 島 清 秀  
菅 　 秀 範  
田 中 円 而  
瑞 光 倫 浩  

◎ ○ 

・寺族婦人 
・仏　　婦 
・門徒推進員委員 
・スカウト 
・保　　育 

・総　　代 
・仏　　壮 
・仏　　青 
・少　　年 
・キッズサンガ 

関係など 

・僧　　侶 
・寺院子弟 
・過疎対策 

・青年僧侶 
・勤　　式 
・宗教法人 

関係など 

・差　　別 
・平　　和 

・靖　　国 
・ビハーラ 

関係など 

・教　　学 
・連　　研 
・広　　報 

・布　　教 
・資料編集 

関係など 

組織部（17）（キッズサンガ推進部） 寺院振興部（15） 社　会　部（14） 伝　道　部（13） 

教　区　会　長 
三明浄信教務所長 

副　会　長　澤　田　隆　之（中央基推委員） 
副　会　長　日　溪　清　毅（組長会長） 
教区会議長　小笠原　寧　之 
各部正副部長（下図◎◯印） 

常　任　委　員　会 

組 相 談 員 

組基推委員会 

教　　務　　所 
相　　談　　員 
専　　従　　員 
教　務　所　員 

教　　区　　会 

山陰教区基幹運動推進委員会組織図（平成19～20年度） 
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伝統工芸　京仏壇・京仏具 

創業　天保元年（1830年） 

京都本社／〒600-8218   
京都市下京区七条新町東入 
蕁（075）371-3131豎 

東 京 店／〒146-0081   
東京都大田区仲池上2丁目8－13 
蕁（03）3755-8488豎 

　 　 近江草津店／蕁（077）564-1011 
　 　 築 地 店／蕁（03）3546-8228豎 
　 　 札 幌 店／蕁（011）512-3455豎 
　 　 仙 台 店／蕁（022）213-0666豎 
　 　 福岡営業所／蕁（092）761-3737豎 
フリーダイヤル（各店共通）／薔0120-37-8585 
ホームページ　http://www.wakabayashi.co.jp 
Eメール　info@wakabayashi.co.jp

お仏壇・仏具はやっぱり京都… 

教 区 賦 課 金  
本 年 度 賦 課 金  
過 年 度 賦 課 金  

宗 派 助 成 金  
宗 派 助 成 金  

願 記 手 数 料  
願 記 手 数 料  

回 金  
回 金  

雑 収 入  
雑 収 入  

前 々 年 度 繰 越 金  
前 々 年 度 繰 越 金  

1 
 
 
2 
 
3 
 
4 
 
5 
 
6

 
1 
2 
 
1 
 
1 
 
1 
 
1 
 
1

教 区 事 業 費  
総 合 教 化 企 画 費  
推 進 委 員 会 費  

教 化 費  
寺 院 機 能 振 興 費  
婦 人 青 少 年 費  
総 代 ・ 壮 年 費  
研 修 費  
矯 正 福 祉 費  
災 害 見 舞 金  
文 書 伝 道 費  
教 化 活 動 費  

助 成 費  
布 教 団 助 成 費  
各種教化団体助成費 
地 方 教 化 助 成 費  

会 議 費  
教 区 会 議 費  
組 長 会 費  

教 務 所 費  
人 件 費  
教 務 所 職 員 俸 給  
賞 与  
退 職 交 付 金  
福 祉 費  
推 進専従員事務費  
諸 手 当  
教 区相談員事務費  

事 務 費  
通 信 印 刷 費  
事 務 消 耗 品 費  
事 務 諸 費  

旅 費  
交 通 費  

諸 費  
慶 弔 供 奠 費  
接 待 費  
雑 費  

回 金  
山 陰 会 館 運 営 費  
事 務 機 購 入 費  
特 別会計平衡資金  
災 害 対 策 費  
退 職 積 立 金  

宗 会 議 員 選 挙 費  
宗 会 議 員 選 挙 費  

予 備 費  
予 備 費  

1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
 
5 
 
6

 
1 
 
2 
 
 
 
 
 
 
 
 
3 
 
 
 
1 
 
 
 
1 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
 
3 
 
4 
 
 
 
1 
 
 
 
 
 
1 
 
1

 
 
1 
 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
 
1 
2 
3 
 
1 
2 
 
 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
 
1 
2 
3 
 
1 
 
1 
2 
3 
 
1 
2 
3 
4 
5 
 
1 
 
1

款 　 　 　 　 　 項  

款 　 　 項 　 　 目  

歳 　 　 入 　 　 合 　 　 計  

歳 　 　 出 　 　 合 　 　 計  

［歳　入］ 

［歳　出］ 

歳 入 決 算 額  
歳 出 決 算 額  
差 引 決 算 額  翌翌年度繰越金 

平成17年度山陰教区一般会計歳計決算 

決 算 額  
33,654,340 
33,654,340 

0 
16,628,820 
16,628,820 
1,725,500 
1,725,500 
60,000 
60,000 
766,297 
766,297 
6,008,102 
6,008,102 
58,843,059

1 7 年 度 予 算 額  
33,580,000 
33,480,000 
100,000 

15,573,000 
15,573,000 
1,500,000 
1,500,000 
160,000 
160,000 
300,898 
300,898 
6,008,102 
6,008,102 
57,122,000

対 比 △ 印 減  
74,340 
174,340 

△ 100,000 
1,055,820 
1,055,820 
225,500 
225,500 

△ 100,000 
△ 100,000 
465,399 
465,399 

0 
0 

1,721,059

決 算 額  
12,162,815 
1,253,756 
1,253,756 
6,425,254 
1,704,338 
1,028,000 
500,000 
2,374,912 
133,000 

0 
685,004 

0 
4,483,805 
350,000 
140,000 
3,993,805 
1,385,740 
1,199,740 
186,000 

21,776,013 
18,330,232 
7,866,000 
1,966,500 
60,000 

1,573,732 
3,294,000 
450,000 
3,120,000 
2,556,166 
1,828,422 
458,052 
269,692 
628,415 
628,415 
261,200 

0 
16,821 
244,379 

15,677,563 
12,877,563 
300,000 

0 
500,000 
2,000,000 
1,604,470 
1,604,470 

0 
0 

52,606,601

1 7 年 度 予 算 額  
13,334,000 
1,875,000 
1,875,000 
6,869,000 
1,400,000 
1,230,000 
500,000 
2,629,000 
160,000 
100,000 
800,000 
50,000 

4,590,000 
350,000 
140,000 
4,100,000 
1,990,000 
1,390,000 
600,000 

23,462,000 
19,212,000 
7,866,000 
1,967,000 
60,000 

2,183,000 
3,516,000 
500,000 
3,120,000 
2,950,000 
2,000,000 
650,000 
300,000 
800,000 
800,000 
500,000 
100,000 
100,000 
300,000 

15,934,000 
13,134,000 
300,000 

0 
500,000 
2,000,000 
1,610,000 
1,610,000 
792,000 
792,000 

57,122,000

対 比 ※ 印 超  
1,171,185 
621,244 
621,244 
443,746 

※304,338 
202,000 

0 
254,088 
27,000 
100,000 
114,996 
50,000 
106,195 

0 
0 

106,195 
604,260 
190,260 
414,000 
1,685,987 
881,768 

0 
500 
0 

609,268 
222,000 
50,000 

0 
393,834 
171,578 
191,948 
30,308 
171,585 
171,585 
238,800 
100,000 
83,179 
55,621 
256,437 
256,437 

0 
0 
0 
0 

5,530 
5,530 

792,000 
792,000 
4,515,399

58,843,059 
52,606,601 
6,236,458

備 　 　 　 　 　 　 考  

備 　 　 　 　 　 　 考  
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御本山御用達 開明社員

七 條 袈 裟
五 條 袈 裟
色 衣 ・ 切 袴
黒 衣 ・ 布 袍
打 敷 ・ 戸 帳

旗 ・ 幕
念珠・門徒式章
裃・稚児装束
記 念 品 一 式

教 区 賦 課 金  
本 年 度 賦 課 金  
過 年 度 賦 課 金  

宗 派 助 成 金  
宗 派 助 成 金  

願 記 手 数 料  
願 記 手 数 料  

回 　 　 　 　 金  
回 　 　 　 金  

雑 　 　 収 　 　 入  
雑 　 　 収 　 　 入  

前 前 年 度 繰 越 金  
前 前 年 度 繰 越 金  

1 9 年 度 予 算 額  
33,600,000 
33,500,000 
100,000 

16,390,000 
16,390,000 
1,500,000 
1,500,000 
700,000 
700,000 
373,542 
373,542 
6,236,458 
6,236,458 
58,800,000

1 8 年 度 予 算 額  
33,600,000 
33,500,000 
100,000 

15,053,000 
15,053,000 
1,500,000 
1,500,000 
100,000 
100,000 
819,579 
819,579 
7,210,421 
7,210,421 
58,283,000

対 比 △ 印 減  
0 
0 
0 

1,337,000 
1,337,000 

0 
0 

600,000 
600,000 

△ 446,037 
△ 446,037 
△ 973,963 
△ 973,963 
517,000

備 　 　 　 　 　 　 考  

備 　 　 　 　 　 　 考  
 
 

1 
 
 
2 
 
3 
 
4 
 
5 
 
6

 
1 
2 
 
1 
 
1 
 
1 
 
1 
 
1

教 区 事 業 費  
総 合 教 化 企 画 費  
推 進 委 員 会 費  

教 化 費  
寺 院 機 能 振 興 費  
婦 人 青 少 年 費  
総 代 ・ 壮 年 費  
研 修 費  
矯 正 福 祉 費  
災 害 見 舞 金  
文 書 伝 道 費  
教 化 活 動 費  

助 成 費  
布 教 団 助 成 金  
各種教化団体助成金 
地 方 教 化 助 成 費  

会 議 費  
教 区 会 議 費  
組 長 会 費  
各 種 委 員 会 費  

教 務 所 費  
人 件 費  
教 務 所 職 員 俸 給  
賞 与  
退 職 交 付 金  
福 祉 費  
推 進専従員事務費  
諸 手 当  
教 区相談員事務費  

事 務 費  
通 信 印 刷 費  
事 務 消 耗 品 費  
事 務 諸 費  

旅 費  
交 通 費  

諸 費  
慶 弔 供 奠 費  
接 待 費  
雑 費  

回 金  
山 陰 会 館 運 営 費  
事 務 機 購 入 費  
災 害 対 策 費  
特 別会計平衡資金  
退 職 積 立 金  

宗 会 議 員 選 挙 費  
宗 会 議 員 選 挙 費  

法 要 関 係 費  
法 要 関 係 費  

予 備 費  
予 備 費  

1 9 年 度 予 算 額  
15,315,000 
2,540,000 
2,540,000 
7,985,000 
1,450,000 
1,330,000 
700,000 
3,145,000 
360,000 
100,000 
850,000 
50,000 

4,790,000 
350,000 
340,000 
4,100,000 
2,515,000 
1,615,000 
600,000 
300,000 

23,567,000 
18,767,000 
6,748,800 
1,687,200 

0 
1,537,000 
4,914,000 
760,000 
3,120,000 
3,400,000 
2,200,000 
700,000 
500,000 
800,000 
800,000 
600,000 
200,000 
100,000 
300,000 

14,124,000 
12,824,000 
300,000 
500,000 
0） 

500,000 
100,000 
100,000 
200,000 
200,000 
2,979,000 
2,979,000 
58,800,000

1 8 年 度 予 算 額  
13,910,000 
1,875,000 
1,875,000 
7,445,000 
1,570,000 
1,280,000 
500,000 
2,935,000 
160,000 
100,000 
850,000 
50,000 

4,590,000 
350,000 
140,000 
4,100,000 
2,190,000 
1,590,000 
600,000 

0 
23,912,000 
19,262,000 
7,866,000 
1,967,000 

0 
2,183,000 
3,516,000 
610,000 
3,120,000 
3,350,000 
2,000,000 
650,000 
700,000 
800,000 
800,000 
500,000 
100,000 
100,000 
300,000 

16,182,000 
13,382,000 
300,000 
500,000 

0 
2,000,000 
100,000 
100,000 

0 
0 

1,989,000 
1,989,000 
58,283,000

対 比 △ 印 減  
1,405,000 
665,000 
665,000 
540,000 

△ 120,000 
50,000 
200,000 
210,000 
200,000 

0 
0 
0 

200,000 
0 

200,000 
0 

325,000 
25,000 

0 
300,000 

△ 345,000 
△ 495,000 
△ 1,117,200 
△ 279,800 

0 
△ 646,000 
1,398,000 
150,000 

0 
50,000 
200,000 
50,000 

△ 200,000 
0 
0 

100,000 
100,000 

0 
0 

△ 2,058,000 
△ 558,000 

0 
0 
0 

△ 1,500,000 
0 
0 
 
 

990,000 
990,000 
517,000

1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
 
 
3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3 
 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
 
5 
 
6 
 
7

 
1 
 
2 
 
 
 
 
 
 
 
 
3 
 
 
 
1 
 
 
 
 
1 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
2 
3 
 
4 
 
 
 
1 
 
 
 
 
 
1 
 
1 
 
1

 
 
1 
 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
 
1 
2 
3 
 
1 
2 
3 
 
 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
 
1 
2 
3 
 
1 
 
1 
2 
3 
 
1 
2 
3 
3 
4 
 
1 
 
 
 
1

款 　 　 　 　 　 項  

款 　 　 項 　 　 目  

歳 　 　 入 　 　 合 　 　 計  

歳 　 　 出 　 　 合 　 　 計  

［歳　入］ 

［歳　出］ 

平成19年度山陰教区歳計予算（案） 
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仏婦 

寺婦 

総
代
会
 

布

教

団

 

仏
教
壮
年
会
 

仏

教

婦

人

会

 
 
浅 井 成 海  
西 原 祐 治  

 
 
 
 
三 明 浄 信  
朝 枝 俊 円  
 
 
 
 
 
小 林 顕 英  

 
藤 栄 行 信  
荒 本 由 未  
 
 
 
 
小 笠原　弘　之  

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

布教団総会・研修会 
地区別布教大会 
第4連区布教使研修会 
第4連区青年布教使研修会 
青年布教使育成教区研修会 
寺院振興「ともしび法座」（ 6 年目） 

総代研修会（鳥取） 
総代研修会（石見） 
総代研修会（出雲） 
各組代表者会議 
仏壮総会･研修会 
単位会長会議（教区仏壮の集い） 
鳥取地区研修会 
出雲地区研修会 
石見地区研修会 
中･四国仏壮ブロック連絡協議会 
連区「仏壮活性化に関する協議会」 
中･四国仏壮ブロック研修会 
会報「壮創」 
仏婦各組代表者会 
教区仏婦連盟総会 
仏教若婦人研修会 
仏婦研修旅行 
中･四国仏婦大会（若婦） 
各組代表者会議 
寺族婦人研修会 
寺族若婦人研修会 
会報「寺族婦人のひろば」発行 

 4 月10日 
 3 月 5 日～ 6 日 
 7 月 5 日～ 6 日 
 8 月30日～31日 

秋ごろ 
秋ごろ 
秋ごろ 

 6 月 3 日 
 7 月 8 日 
 

本年、なし 
 

 6 月16日～17日 
 9 月 8 日～ 9 日 
10月27日～28日 

 4 月13日 
 5 月29日～30日 
 8 月 5 日 

 4 月25日～27日 
10月14日 
 5 月11日 
 

 8 月28日 

本願寺山陰会館 
邑智ブロック 
四州教区 
備後教区 
 
20会所を予定 

青

少

年

 

少年 

保育 

仏青 

寺青 

長谷川　憲　彰    少年連盟総会・指導者研修会 
児童念仏奉仕団 
仏の子どもの集い 
少年ブロック連絡会議 
中･四国少年指導者研修会 
少年連盟広報紙｢はばたき｣発行 
まことの保育大学講座 
全国保育大会 
全国仏青研修会 
仏青ブロック連絡協議会 
仏青ブロック研修会 
教区青年僧侶研修会 
第31回全国寺族青年軟式野球大会 
中･四国寺族野球青年研修会 

 7 月 9 日 
 7 月25日～27日 

 
 5 月 9 日～10日 
 6 月27日～28日 

 
 7 月21日～22日 
 7 月26日～27日 
 7 月28日～29日 
 5 月12日～13日 
 9 月 1 日～ 2 日 

 
 5 月28日～30日 
秋ごろ 

本願寺山陰会館 
奉仕日（25日～26日） 
 
四州教区 
四州教区 
 
備後教区 
長崎教区 
本山 
四州教区 
四州教区 
 
宇治市・太陽が丘球場 
山陰教区 
 

本願寺山陰会館 
大田市民会館 
 
 
 
松江・ホテル宍道湖 
広島別院 
松江・ホテル宍道湖 

本願寺山陰会館 
明宗寺、蓮敬寺 
美郷町山村開発センター 
こぶしの森 
出雲市民会館 
本願寺山陰会館 
 
飯石南・安楽寺 

参加者 参加費 講 師  会　　場 期 日  行　　　　事　　　　名 部門 

基
推
委
員
会
 

広
報
・
出
版
 

門

推

協

 連
続
研
修
 

社
推
協
 

小 林 義 教  
小 島 照 行  
 
 
小 島 照 行  

 

 

 

 

 
三 明 浄 信  
北 島 清 秀  
季 平 博 昭  

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17,000 

 

16,000

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基幹運動推進委員会総会 
合同研修会 
組相談員研修会 
基幹運動婦人研修会 
組織強化連絡会 
基幹運動推進僧侶研修会（ブロック開催） 
門信徒会運動研修協議会（ブロック開催） 
5ブロック基推連絡会（ブロック開催） 

教区報 ｢山陰｣発刊　1000部（108号、109号、110号） 
ホームページ「山陰教区」 
妙好人カレンダー発行　20,000部（25周年記念号） 

門徒推進員連絡協議会理事会 
門徒推進員総会･研修会 
門徒推進員･基幹運動研修会 
第4連区門徒推進連絡協議会 
会報｢ともしび｣第9号発行、1,000部 
連研専門委員会 
連研のための研究会 
連研履修者研修会 

各施設カレンダー配布 
連絡協議会 

 5 月17日 
 7 月11日 
 
 

 7 月11日 

 
随時更新 

 

 

 4 月26日 
 6 月17日 
 2 月17日 

 6 月30日～ 7 月 1 日 

 7 月12日 

 

本願寺山陰会館 
本願寺山陰会館 
 
 
本願寺山陰会館 

 

 

 

 

本願寺山陰会館 
出雲農業共済組合 
出雲農業共済組合 
福山市・『アルセ』 

本願寺会館 

 

僧
侶
 

普 賢 保 之    僧侶研修会 
教学座談会 

 9 月13日～14日 
 9 月13日 

出雲市民会館 
出雲市民会館 

 

 

 

鍋 島 直 樹  

 

 

 

 

 

 

ビ
ハ
ー
ラ
推
進
協
 

ビハーラ第 4 連区代表者会 
ビハーラ第 4 連区研修会 
ビハーラ公開講座 
ビハーラ20周年記念大会 

 
 
 

11月 1 日 

 
 
 
本願寺 

2007（平成19）年度 山陰教区行事計画
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四
月
三
日
大
田
組
常
見
寺
に
て
平
成
十
八

年
度
「
ほ
と
け
の
子
ど
も
の
集
い
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
少
年
連
盟
で
は
以
前
よ
り
サ

ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
長
期
振

興
計
画
に
あ
り
ま
す
「
次
代
を
担
う
人
の
育

成
」
―
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
―
を
う
け
て
、
教
化

団
体
の
横
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
、
寺
婦
・

総
代
会
・
仏
壮
・
仏
婦
・
門
推
の
正
副
会
長

に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
を
い
た
だ
き
、
教

区
主
催
の
子
ど
も
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
遠
近
各
地
か
ら
子
ど
も
た
ち
が

集
ま
り
六
十
三
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
は

じ
め
は
初
対
面
で
緊
張
し
た
面
持
ち
だ
っ
た

子
ど
も
た
ち
も
ゲ

ー
ム
を
す
る
中
で

会
話
を
交
わ
し
、

追
跡
ハ
イ
キ
ン
グ

の
頃
に
は
仲
良
く

な
り
、
最
後
に
大

き
な
布
に
寄
せ
書

き
を
書
い
て
終
わ

り
ま
し
た
。

山
陰
教
区
少
年
連
盟 

「
ほ
と
け
の
子
ど
も
の
集
い
」 

第
八
回
　
第
四
連
区
仏
教
壮
年
会
員
研
修
会

期
　
日

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日

（
土
）〜
二
十
八
日（
日
）

テ
ー
マ

「
世
の
な
か
安
穏
な
れ
」

講
　
師

小
林
顕
英
氏
（
本
山
仏
壮
活
動

活
性
化
推
進
講
師
）

会
　
場

ホ
テ
ル
宍
道
湖

参
加
費

一
万
六
千
円（
参
加
費
、
宿
泊
懇

親
会
費
）

※
詳
細
は
山
陰
教
区
教
務
所
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

第
五
十
三
回
　
中
・
四
国
仏
教
婦
人
会
（
若

婦
人
）
大
会

期
　
日

二
〇
〇
七（
平
成
十
九
）年
十
月

十
四
日
（
日
）

テ
ー
マ

「
い
の
ち
み
つ
め
て
〜
キ
ッ
ズ

サ
ン
ガ
〜
あ
な
た
が
い
て
く

れ
る
か
ら
」

講
　
師

西
池
文
生
氏
（
山
陰
教
区
・
因

中
四
国
地
区
各
種
研
修
会
の
ご
案
内

幡
組
・
光
賢
寺
住
職
）

会
　
場

出
雲
市
民
会
館

参
加
費

三
千
五
百
円

※
詳
細
は
山
陰
教
区
教
務
所
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

ビ
ハ
ー
ラ
二
十
周
年
記
念
大
会

期
　
日

二
〇
〇
七（
平
成
十
九
）年
十
一

月
一
日（
木
）

テ
ー
マ

「
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
二
十
年
〜
さ

ら
な
る
飛
躍
を
願
っ
て
〜
」

講
　
師

龍
谷
大
学
教
授
・
鍋
島
直
樹
先

生
、
他

会
　
場

本
山
総
御
堂
、
聞
法
会
館
、
他

参
加
費

九
千
円
（
大
会
参
加
費
、
夕
食

懇
親
会
費
）

※
夕
食
懇
親
会
後
、
解
散
と
な
り

ま
す
。

※
詳
細
は
山
陰
教
区
教
務
所
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

教
区
布
教
団
「
総
会
・
研
修
会
」

四
月
十
日（
火
）、
本
願
寺
山
陰
会
館

テ
ー
マ
「
布
教
の
心
得
」

講
師
、
豊
北
教
区
・
西
郷
和
生
師

参
加
者
数
　
四
十
四
名

仏
教
壮
年
会
連
盟
「
総
会
・
研
修
会
」

六
月
三
日（
日
）、
本
願
寺
山
陰
会
館

テ
ー
マ「
と
も
に
い
の
ち
か
が
や
く
世
界
へ
」

講
師
、
三
明
浄
信
教
務
所
長

参
加
者
数
　
百
二
十
名

門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会
「
総
会
・
研
修
会
」

六
月
十
七
日（
日
）、出
雲
農
業
共
済
組
合

テ
ー
マ「
と
も
に
い
の
ち
か
が
や
く
世
界
へ
」

講
師
、
三
明
浄
信
教
務
所
長

参
加
者
数
　
百
十
五
名

少
年
連
盟
「
総
会
・
研
修
会
」

七
月
九
日（
月
）、
本
願
寺
山
陰
会
館

講
師
、
備
後
教
区
・
長
谷
川
憲
章
師

「
ゲ
ー
ム
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
指
導
」

松
江
市
消
防
本
部
・
井
ノ
下
秀
彦
氏

「
救
急
法
の
講
習
」

参
加
者
数
　
十
六
名

門
徒
総
代
会
「
各
組
代
表
者
会
議
」

六
月
六
日（
水
）、
本
願
寺
山
陰
会
館

会
議
で
は
昨
年
度
の
行
事
・
歳
計
決
算

報
告
の
承
認
、
本
年
度
の
活
動
計
画
・

歳
計
予
算
案
を
採
決
す
る
。

出
席
者
数
　
十
六
名

第
四
連
区
門
徒
推
進
員
「
研
修
協
議
会
」

六
月
三
十
日（
土
）・
七
月
一
日（
日
）、

福
山
市
「
ア
ル
シ
ェ
」

講
師
、
秀
平
博
昭
中
央
相
談
員

山
陰
教
区
参
加
者
数
　
三
十
三
名

各
団
体
、
総
会
、
研
修
会
を
開
催

本
年
度
事
業
計
画
が
成
る
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住所：島根県松江市菅田町180  原徳興産ビル2階 
TEL：0852-23-2020（国内旅行）／23-2024（海外旅行） 
　　　0852-23-6720（団体旅行） 
FAX：0852-23-2023
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株式会社JTB中国四国 
松江支店 

仏壇・寺院用品・製造・修復 

ぶつだんの 

報恩感謝 

木 次・蕁（0854）42－0266　下熊谷・蕁（0854）42－3711 
出 雲・蕁（0853）21－3253

去
る
四
月
二
十
五
日（
水
）〜
二
十
七

日（
金
）に
か
け
て
、
恵
信
尼
さ
ま
を
訪

ね
る
旅
に
四
十
二
名
の
仏
婦
・
寺
族
の

皆
さ
ま
と
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

念
仏
弾
圧
に
よ
り
越
後
に
流
罪
と
な
ら

れ
た
親
鸞
聖
人
が
、
第
一
歩
を
踏
み
出

さ
れ
た
と
さ
れ
る
居
多
ヶ
浜
で
は
、
寒

い
風
が
吹
き
つ
け
今
に
も
雨
が
降
り
出

し
そ
う
な
天
気
で
、
荒
れ
た
海
を
見
て

い
る
と
八
百
年
前
ど
の
よ
う
な
お
気
持

ち
で
こ
の
地
を
踏
ま
れ
た
の
か
想
像
す

る
だ
け
で
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、

石
碑
の
説
明
や
「
片
葉
の
葦
」
な
ど
親

鸞
聖
人
越
後
七
不
思
議
の
お
話
な
ど
を

と
て
も
丁
寧
に
説
明
し
て
く
だ
さ
り
、

ご
法
義
の
篤
い
す
ば
ら
し
い
所
だ
と
感

じ
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
今
回
の
目
的
地

『
恵
信
尼
公
廟
所
』
で
は
、
残
念
な
が

ら
冷
た
い
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
厳
し

い
時
代
に
親
鸞
聖
人
を
支
え
力
強
く
生

き
抜
か
れ
た
恵
信
尼
さ
ま
の
生
涯
に
思

い
を
馳
せ
身
の
引
き
締
ま
る
よ
う
な
思

い
が
し
ま
し
た
。
隣
接
す
る
「
ゑ
し
ん

の
里
記
念
館
」
に
は
、
貴
重
な
伝
記
絵

巻
や
直
筆
の
お
手
紙
な
ど
も
展
示
さ
れ

て
お
り
、
お
念
仏
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
さ

れ
た
生
涯
に
ふ
れ
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。本

願
寺
国
府
別
院
で
は
、
前
山
陰
教

区
教
務
所
長
の
三
上
正
文
先
生
が
、
輪

番
と
し
て
赴
任
さ
れ
て
お
り
、
思
わ
ぬ

う
れ
し
い
再
会
と
な
り
ま
し
た
。

本
堂
内
陣
正
面
に
は
、
ご
本
尊
と

親
鸞
聖
人
を
安
置
さ
れ
て
い
る
の

が
珍
し
く
、
格
天
井
に
は
日
本
海

の
波
が
極
彩
色
豊
か
に
描
か
れ
て

お
り
、
す
ば
ら
し
い
豪
華
な
様
式

に
大
変
驚
き
ま
し
た
。
宿
泊
し
た

「
赤
倉
ホ
テ
ル
」
に
は
、
大
仏
壇

が
ロ
ビ
ー
に
安
置
さ
れ
て
い
て
、

お
念
仏
を
大
切
に
守
り
続
け
る
姿

勢
に
は
、
頭
の
下
が
る
思
い
が
し

ま
し
た
。

車
中
（
益
田
か
ら
）
十
四
時
間

と
い
う
本
当
に
長
い
旅
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し

い
ろ
ん
な
方
と
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
り
、
何
よ
り
お
念
仏
に

出
逢
え
た
喜
び
で
身
も
心
も
充
実
し
た

と
て
も
楽
し
い
旅
で
し
た
。
今
回
、
思

い
が
け
ず
原
稿
の
依
頼
を
引
き
受
け
戸

惑
う
ば
か
り
で
し
た
が
、
も
う
一
度
、

資
料
な
ど
を
読
み
進
め
る
中
で
、
改
め

て
親
鸞
聖
人
と
恵
信
尼
さ
ま
の
ご
苦
労

を
偲
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
し
、
旅
行

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
良
い
お
勉
強
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
つ
く
づ
く
思
い

ま
し
た
。
教
務
所
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め

旅
行
会
社
、
寺
族
・
仏
婦
の
皆
さ
ま
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

益
田
組  

専
光
寺
仏
教
婦
人
会
　
大
　
場
　
博
　
子 
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定
年
退
職
は
し
た
も
の
の
忙
し
い
毎

日
が
続
い
て
い
ま
す
。
で
も
精
神
的
な

ゆ
と
り
が
で
き
た
こ
と
も
あ
り
温
泉
津

町
井
田
の
龍
蔵
寺
仏
壮
に
所
属
し
て
い

ま
す
。
六
月
か
ら
は
山
陰
教
区
仏
壮
常

任
理
事
の
役
も
頂
き
頑
張
ろ
う
と
し
て

い
た
時
、
こ
の
た
び
大
田
市
で
開
催
さ

れ
た
「
教
区
仏
教
壮
年
の
集
い
」
に
誘

っ
て
い
た
だ
き
参
加
し
ま
し
た
。

早
め
に
会
場
に
到
着
し
た
が
駐
車
場

は
ほ
ぼ
満
車
の
状
況
、
参
集
さ
れ
る
皆

様
の
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。
会
場

に
入
る
と
朝
枝
先
生
の
講
演
テ
ー
マ

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
〜
お
寺
と
そ
の
活
動
」

が
吊
し
て
あ
り
ま
し
た
。
同
僚
参
加
者

か
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
ど
う
言
っ
た

意
味
か
な
？
と
聞
か
れ
た
私
は
、
障
害

の
あ
る
方
々
の
た
め
に
段
差
を
無
く
し

た
り
手
摺
を
つ
け
る
こ
と
で
す
と
答
え

ま
し
た
。
講
演
が
始
ま
り
朝
枝
先
生
の

お
話
を
聞
い
て
い
る
と
段
々
私
の
解
釈

の
誤
り
に
気
が
付
き
恥
ず
か
し
い
思
い

で
し
た
。
兎
角
敷
居
が
高
い
と
さ
れ
る

お
寺
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、

あ
る
い
は
昔
の
よ
う
に
庫
裏
や
縁
側
を

解
放
し
て
地
域
の
か
た
の
集
い
や
交
流

の
場
所
に
提
供
し
な
が
ら
、
聞
法
の
機

会
を
広
め
よ
う
と
努
力
さ
れ
て
い
る
お

寺
の
お
話
で
し
た
。
私
の
集
落
に
あ
る

龍
蔵
寺
は
昭
和
五
十
二
年
に
仏
壮
の
登

録
を
し
た
比
較
的
歴
史
の
長
い
お
寺
で

あ
り
、
仏
壮
会
員
は
毎
月
定
例
会
に
お

参
り
し
て
い
ま
す
が
、
会
員
以
外
の
多

く
の
方
に
お
参
り
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
願
い
か
ら
お
寺
で
も
報
恩
講
を
は

じ
め
お
盆
の
地
蔵
聴
聞
な
ど
季
節
ご
と

に
機
会
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

集
落
内
二
十
九
戸
が
必
ず
一
堂
に
会
す

る
の
は
一
月
一
日
元
旦
の
午
前
十
時
か

ら
の
新
年
会
で
す
。
住
職
様
の
お
話
を

聞
い
て
役
職
者
か
ら
の
事
務
連
絡
の
後

は
、
お
せ
ち
料
理
を
広
げ
て
新
年
の
抱

負
を
語
り
、
正
午
に
は
鐘
を
撞
い
て
解

散
で
す
。
も
う
三
十
五
年
位
続
い
て
い

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
行
事
で
す
が
、
長

く
続
け
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

五
月
晴
れ
の
好
天
気
に
恵
ま
れ
て
、

去
る
、
五
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の

二
日
間
、
浜
田
組
の
蓮
敬
寺
と
松
江

組
の
明
宗
寺
に
於
い
て
、
平
成
十
九

年
度
の
仏
教
婦
人
会
連
盟
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
四
百
六

十
一
名
の
参
加
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
講
師
は
仏
教
婦
人
会
総
連
盟
講

師
の
藤
榮
行
信
先
生
で
あ
り
、
テ
ー

マ
は
「
世
の
中
安
穏
な
れ
」
〜
と
も

に
　
い
の
ち
　
か
が
や
く
　
世
界
へ

平
和
を
願
う
　
行
動
あ
る
　
念
仏
者

に
な
ろ
う
〜
と
題
し
て
二
時
間
に
亘

る
ご
法
義
を
聴
聞
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
先
生
の
穏
や
か
な
話
術
を

通
し
て
皆
に
理
解
で
き
る
ご
法
話
は

満
堂
を
魅
了
し
、
一
生
心
に
残
る
ご

縁
を
い
た
だ
い
た
と
喜
び
ま
し
た
。

お
念
仏
の
世
界
は
共
感
の
世
界
で

あ
る
と
お
示
し
を
い
た
だ
き
、
皆
が

唄
っ
た
童
謡
の
世
界
を
通
し
て
、
日

本
人
の
体
に
染
み
つ
い
て
い
る
宗
教

的
感
性
が
呼
び
起
こ
さ
れ
、
穏
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
一
時
の
中
に
、

確
か
に
届
け
て
い
た
だ
い
た
も
の
は

間
違
い
の
な
い
お
救
い
の
み
手
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。

「
帰
命
」
の
中
に
私
を
照
ら
し
て
下

さ
っ
て
い
る
阿
弥
陀
様
で
あ
る
と
の

お
言
葉
に
、
皆
安
穏
な
る
世
界
を
想

い
描
い
た
こ
と
で
し
た
。
争
い
の
な

い
平
和
な
世
界
を
念
じ
つ
つ
、
阿
弥

陀
様
を
中
心
と
し
た
日
暮
ら
し
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
又
、
家
庭
に

於
い
て
は
自
分
の
居
場
所
が
年
齢
と

と
も
に
変
化
し
て
行
く
定
め
の
中
で

帰
っ
て
往
く
方
向
を
見
定
め
て
生
き

よ
！
の
お
言
葉
は
、
胸
に
届
い
た
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。

若
葉
萌
え
る
山
陰
路
を
東
西
に
移

動
し
て
の
二
日
間
、
会
所
を
お
受
け

く
だ
さ
っ
た
蓮
敬
寺
様
、
明
宗
寺
様

を
始
め
仏
婦
役
員
、
教
化
団
体
の

皆
々
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
報
告

と
い
た
し
ま
す
。

山山
陰陰
教教
区区
仏仏
教教
婦婦
人人
会会
連連
盟盟
のの
総総
会会
をを
終終
ええ
てて

飯
石
北
組
　
大
　
島
　
寿
　
子

教
区
壮
年
の
集
い
に
参
加
し
て

大
家
組
　
泉
　
原
　
省
　
三
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五
月
十
七
日
、
本
願
寺
山
陰
会
館
に

て
、
基
推
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
委
員

改
選
に
よ
り
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
基

推
委
員
が
選
出
さ
れ
、
さ
ら
に
各
部
の

部
長
即
ち
常
任
委
員
が
決
定
さ
れ
、
よ

う
や
く
緒
に
つ
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
後
、
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
等
の
関
係
に
よ

り
、
新
委
員
が
加
わ
り
、
総
計
六
十
二

名
の
大
所
帯
と
な
る
。
そ
し
て
、
向
こ

う
二
年
間
に
わ
た
る
活
動
の
基
盤
が
で

き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
事
業
計
画
等
々
、

ま
だ
見
直
し
の
余
地
を
残
し
て
の
ス
タ

ー
ト
と
な
っ
た
。

講
師
に
は
小
林
義
教
・
中
央
相
談
員

の
出
向
を
仰
い
だ
。
小
林
相
談
員
も
ま

た
今
年
度
よ
り
第
四
連
区
（
中
四
国
地

区
）
の
担
当
に
な
ら
れ
た
。
講
義
は

「
基
幹
運
動
の
願
い
」
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
る
。
そ
う
し
て
、
過
疎
の
地

で
あ
え
ぐ
、
苦
悩
す
る
寺
院
に
寄
り
添

う
、
お
互
い
に
支
え
あ
い
助
け
合
う
、

そ
う
い
う
営
み
こ
そ
が
ま
さ
に
基
幹
運

動
の
実
践
な
の
で
あ
り
、
宗
門
法
規
に

謳
わ
れ
て
い
る
「
人
類
永
遠
の
福
祉
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
あ

る
も
の
を
目
指
す
運
動
で
あ
る
と
展
開

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
昨
年
よ
り
新
た
に

な
っ
た
基
幹
運
動
総
合
基
本
計
画
の
趣

旨
に
つ
い
て
、
特
に
重
点
項
目
で
あ
る

「
男
女
共
同
参
画
」「
御
同
朋
の
教
学
の

構
築
」「
門
信
徒
と
僧
侶
の
課
題
の
共

有
」
を
中
心
に
し
て
ご
講
義
い
た
だ
い

た
。午

後
か
ら
は
教
区
基
推
の
計
画
に
つ

い
て
の
説
明
の
後
、
各
部
会
を
開
催
。

そ
し
て
常
任
委
員
の
選
出
を
行
い
、
ま

た
各
部
の
事
業
推
進
に
つ
い
て
協
議
い

た
だ
い
た
。（
別
表
三
頁
・
六
頁
参
照
）

七
月
十
一
日
、
同
じ
く
山
陰
会
館
に
、

総
勢
九
十
三
名
が
集
ま
っ
て
開
催
さ
れ

る
。
例
年
は
、
各
組
組
長
、
組
相
談
員
、

そ
し
て
基
推
委
員
諸
氏
に
出
席
い
た
だ

い
て
い
る
の
だ
が
、
本
年
は
キ
ッ
ズ
サ

ン
ガ
の
始
動
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ら
に

教
化
団
体
の
教
区
連
盟
関
係
者
に
お
集

ま
り
い
た
だ
い
た
。
狭
い
本
堂
に
熱
気

が
あ
ふ
れ
る
。
講
師
は
中
央
キ
ッ
ズ
サ

ン
ガ
推
進
委
員
・
小
島
照
行
氏
。

「
田
舎
や
町
を
問
わ
ず
、
全
国
的
に

お
寺
の
周
り
に
子
ど
も
が
い
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、

全
寺
院
子
ど
も
の
集
い
と
い
う
の
は
困

難
で
は
な
い
か
と
、
そ
う
い
う
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
そ
う
い
う
時
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

今
こ
こ
に
改
め
て
、
子
ど
も
が
お
寺
に

集
う
、
直
接
集
う
、
そ
う
い
う
こ
と
が

本
当
に
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。」

と
、
氏
は
熱
く
語
ら
れ
る
。

や
や
も
す
れ
ば
、「
で
き
な
い
」「
無

理
だ
」
と
、
事
を
起
こ
す
前
か
ら
試
合

放
棄
し
が
ち
な
過
疎
と
高
齢
化
・
少
子

化
が
渦
巻
く
状
況
下
で
あ
る
が
、
そ
う

し
た
中
で
こ
そ
創
意
工
夫
を
し
、
み
ん

な
の
英
知
を
結
集
し
て
取
り
組
む
こ
と

の
重
要
さ
を
切
々
と
訴
え
ら
れ
る
。

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
を
簡
単
に
言
え
ば
、

「
み
ん
な
で
仏
の
子
ど
も
を
育
て
ま
し

ょ
う
」
と
い
う
こ
と
。
そ
の
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
人
た
ち
が
、
仏
の
子
の

お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
、
仏
の
子
の
父

母
、
祖
父
母
に
な
る
こ
と
を
促
す
活
動

で
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
す
べ
て
の
教
化

団
体
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組

み
、
全
寺
院
、
全
門
信
徒
の
力
を
結
集

し
て
行
う
活
動
な
の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
推
進
す
る
た
め
に
、
こ
の

度
、
基
推
組
織
部
会
に
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
推

進
部
を
併
設
し
、
各
教
化
団
体
の
連
携
を

図
る
こ
と
が
、
そ
し
て
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
専

門
委
員
会
を
新
設
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
い
よ
い
よ
教
区
も
実
働
体
制
に
入
っ

た
こ
と
が
通
知
さ
れ
た
。
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

クローズ 
アップ 
クローズ 
アップ 

宗
門
長
期
計
画
〜
人
の
育
成
〜
を
受
け
て

（
宗
門
長
期
振
興
計
画
は
、
教
区
基
幹
運
動
推
進
計
画
書
に
転
載

し
て
お
り
ま
す
）

基
推
総
会  

〜
基
幹
運
動
の
願
い 

合
同
研
修
会 

〜
バ
リ
ヤ
フ
リ
ー
の
教
化
活
動
を
考
え
る 
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名
　
　
称

全
寺
院
「
子
ど
も
の
つ
ど
い
」
―
キ

ッ
ズ
サ
ン
ガ
―（
通
称：

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
）

事
業
内
容

親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
長
期

計
画
の
重
点
項
目
に
『
次
代
を
担
う

「
人
」
の
育
成
』
が
設
け
ら
れ
、
そ
の

推
進
事
項
の
一
つ
と
し
て
青
少
年
教
化

対
策
が
揚
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
と
寺
院
お
よ

び
宗
門
の
将
来
的
展
望
を
切
り
開
く
た

め
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
度
ま

で
に
、
全
寺
院
で
「
子
ど
も
の
つ
ど
い
」

（
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
）
の
実
施
を
目
指
す

も
の
で
す
。

目
　
　
的

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
は
門
信
徒
と
僧
侶
が

共
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

力
を
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
く
こ
と

で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
つ
ど
う
本

来
の
開
か
れ
た
お
寺
の
姿
が
あ
ら
わ

れ
、「
と
も
に
　
い
の
ち
　
か
が
や
く
」

真
の
サ
ン
ガ
が
築
か
れ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

ひ
い
て
は
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
心
を
す

べ
て
の
人
の
居
場
所
に
と
い
う
願
い
が

こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
「
私
」
自
身
が
育
て
ら
れ
て

い
く
歩
み
で
も
あ
り
ま
す
。

（1）
お
寺
を
子
ど
も
の
居
場
所
に

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
は
お
寺
を
子
ど
も
の

心
安
ら
ぐ
居
場
所
に
し
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
本
堂
に
上
が
っ
て
も

ら
っ
て
、
い
っ
し
ょ
に
阿
弥
陀
如
来
さ

ま
に
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
基
本
と
し

ま
す
。
阿
弥
陀
さ
ま
と
の
ご
縁
づ
く
り

で
す
。
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「
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
」と
は 

〜
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
の
概
要（
事
務
提
要
抜
粋
） 

「
え
っ
、
お
坊
さ
ん
な
の
？
女
の
お

坊
さ
ん
っ
て
、
め
ず
ら
し
い
よ
ね
」「
大

変
だ
ね
ぇ
。
跡
取
り
？
」。
私
の
場
合
、

か
な
り
の
確
率
で
こ
の
二
つ
の
フ
レ
ー

ズ
は
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
尋
ね
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

「
女
性
」
だ
か
ら

「
珍
し
」
か
っ
た
り

「
大
変
」
だ
っ
た
り
と

思
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
、「
女
性

だ
か
ら
、男
性
だ
か
ら
」

を
問
題
に
す
る
ず
っ
と

前
に
、「
あ
な
た
は
僧

侶
と
し
て
、
こ
の
お
御

堂
と
そ
の
想
い
を
ど
う
受
け
継
い
で

い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
か
」

「
ど
う
な
ん
だ
い
、
大
丈
夫
な
の
か

い
？
」
と
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

お
ぼ
つ
か
な
い
足
取
り
の
私
を
、

「
ご
院
家
さ
ん
に
は
よ
う
聞
か
ん
け
ど
、

お
ま
え
さ
ん
に
は
聞
き
や
す
い
わ
」
と

言
い
な
が
ら
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
ご
門

徒
さ
ん
に
お
育
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
す
ね
。
あ
せ
ら
ず
、

気
張
ら
ず
、
そ
の
ま
ん

ま
。
ひ
と
り
で
あ
る
の

で
は
な
い
よ
、
と
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

「
や
あ
や
あ
、
今
年

は
お
嬢
さ
ん
が
参
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
か
。

昨
年
は
ご
院
家
さ
ん
だ

っ
た
か
ら
、
今
年
は
お

嬢
さ
ん
だ
ろ
う
っ
て
話
ち
ょ
り
ま
し

た
わ
」。
笑
顔
で
迎
え
ら
れ
な
が
ら
、

今
年
も
ま
た
ご
門
徒
さ
ん
の
お
家
の

お
仏
壇
に
参
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

あせらず 気張らず 
松 江 組　西 宗 寺 
高 野 　 睦  

（2）
次
代
を
担
う
「
人
」
の
育
成

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
は
『
教
書
』
で
お
示

し
の
「
時
代
に
お
い
て
そ
の
中
心
と
な

る
宗
教
的
情
操
豊
か
な
青
少
年
の
育

成
」
を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。
こ
れ

は
人
々
の
悩
み
や
念
い
を
受
け
止
め
共

有
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
ま
た
各
お
寺

や
宗
門
の
将
来
も
合
わ
せ
て
切
り
開
か

れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
以
下
、
略
）
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車
椅
子
を
ご
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た

四
月
九
日
、
環
境
問
題

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

有
志
の
方
々
か
ら
、
車
椅

子
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
っ
た
い
な
い
＆
あ
り
が
と
う
運
動

に
つ
い
て

三
隅
組
・
礼
光
寺
　
月
洞
昇
道

昨
年
の
四
月
か
ら
、
新
聞
古
紙
の
回

収
を
、
教
区
内
の
有
志
約
十
名
で
は
じ

任
期
満
了
に

伴
い
、
四
月
一

日
、
第
十
七
代

龍
谷
大
学
々
長

に
若
原
道
昭
氏
（
わ
か
は
ら
・
ど
う
し

ょ
う
、
伯
耆
組
勝
福
寺
住
職
）
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
一
九
四
七
年
生
、
京
都

大
学
大
学
院
終
了
。
専
門
は
教
育
哲
学
。

龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
教
授
、
同
短

期
大
学
学
部
長
、
さ
ら
に
龍
谷
大
学
副

学
長
を
歴
任
。
ま
た
現
在
、
全
国
保
育

士
養
成
協
議
会
常
任
理
事
を
は
じ
め
、

真
宗
保
育
学
会
理
事
、
日
本
私
立
大
学

連
盟
理
事
を
勤
め
ら
れ
る
な
ど
、
学
外

若
原
道
昭
先
生
、龍
谷
大
学 

学
長
に
就
任 

教
区
会
議
長
、組
長
会
長
を
再
選 

で
も
広
く
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
。

主
な
著
述
に
『
教
育
の
原
理
と
課
題
』

『
わ
か
り
や
す
い
仏
教
保
育
総
論
』『
保

育
と
道
徳
』
な
ど
、
多
数
。

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
に
よ
り
、
四

月
九
日
に
開
か
れ
た
教
区
会
は
、
議
長

に
小
笠
原
寧
之
氏
（
仁
摩
組
満
行
寺
住

職
）
を
再
選
、
副
議
長
に
は
武
田
宏
氏

（
出
雲
組
成
福
寺
門
徒
）
が
就
任
し
た
。

ま
た
同
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
組
長

会
も
、
日
溪
清
毅
氏
（
神
門
組
正
蓮
寺

住
職
）
を
会
長
に
再
選
し
、
副
会
長
に

は
原
田
光
生
氏
（
大
家
組
浄
土
寺
住
職
）

が
就
任
し
た
。

め
ま
し
た
。
環
境
問
題
に
対
す
る
一
つ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
何
ら
か
の
形
で

貢
献
で
き
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、
こ
の

運
動
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

当
初
は
正
直
な
と
こ
ろ
「
な
ん
で
寺

が
古
紙
回
収
な
ど
…
」
と
い
う
意
識
が

あ
り
ま
し
た
が
、
一
番
身
近
に
あ
る
も

の
で
、
門
徒
さ
ん
と
係
わ
っ
て
い
く
こ

と
の
で
き
る
手
段
と
し
て
、
今
は
大
き

な
意
味
を
感
じ
て
い
ま
す
。

一
年
間
続
け
た
結
果
、
ご
門
徒
方
の

理
解
と
協
力
の
お
か
げ
で
、
こ
の
た
び

夏
休
み
を
利
用
し
て
、各
地
で
子
供
会

の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

私
自
身
も
隣
寺
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の

お
手
伝
い
を
し
、た
く
さ
ん
の
子
供
達
と

触
れ
合
う
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
る
子
供
達
の
中
で
、
理

由
が
あ
っ
て
親
と
暮
ら
せ
ず
、
施
設
で

生
活
し
て
い
る
子
供
達
も
多
く
参
加
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
子
供
達
と
触
れ
合
う
中
で
、
表

面
だ
っ
て
は
明
る
く
元
気
に
振
舞
っ
て

い
ま
し
た
が
、
心
の
奥
に
あ
る
寂
し
さ
を

時
折
見
せ
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

宗
門
長
期
計
画
で
お
寺
を
子
供
達
の

安
ら
ぐ
居
場
所
に
と
の
思
い
で
、
キ
ッ

ズ
サ
ン
ガ
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
苦
し
み
、
寂
し
さ
を
抱
え
て

い
る
子
供
達
に
本
当
の
居
場
所
と
な
る

お
寺
の
姿
を
築
い
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

編 

集 

後 

記 
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山陰支店  

教
務
所
へ
車
椅
子
を
寄
贈
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
運
動
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
山
陰
教
区
青
年
僧

侶
の
会
「
楽

法
会
」
と
連

携
し
な
が

ら
、
さ
ら
に

広
ま
っ
て
い

く
よ
う
に
つ

と
め
て
ま
い

り
ま
す
。


